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　今年度の教採突破講座でも組合加入が相次い
でいま

す。第２回の講座に参加した支援員の青年。第３
回にも

参加し、受付で組合加入をよびかけると、「考え
ていま

す」との返事が。１次試験免除のため、２次面接
の練習

をみっちり行いました。講座の感想には「いい
雰囲気

の中で、とても勉強になる体験をさせていただ
きまし

た」と書き、組合加入書にも記入しました。

　また、校園長のパワハラに悩む青年が組合に
相談し、

加入しました。

　希望と信頼に応える組合の取り組みが、着実
に加入

につながっています。この輪をつなげ、さらに大
きく広

げていきましょう。

教採突破講座に参加して
パワハラ相談で組合加入

　

戦
争
さ
せ
な
い
・
９

条
壊
す
な
！
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
と
安

保
法
制
の
廃
止
と
立
憲

主
義
の
回
復
を
求
め
る

市
民
連
合
が
呼
び
か
け

た
「
６
・
５
全
国
総
が

か
り
行
動
」
に
呼
応
し

て
６
月
５
日
、
お
お
さ

か
総
が
か
り
大
行
動
が

梅
田
で
行
わ
れ
１
０
０

０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

朝
日
新
聞
６
月
６
日

付
は
、「
市
民
連
携　

選
挙
モ
ー
ド　

安
保
法

廃
止
へ　

野
党
共
闘
呼

び
か
け
」
と
見
出
し
を

つ
け
、「
大
阪
の
繁
華

街
に
も
多
く
の
人
が
集

ま
り
、
廃
止
を
求
め

た
」
と
、「
戦
争
法
廃

止
！
」
を
掲
げ
る
写
真

を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

「
安
保
関
連
法
に
反

対
す
る
マ
マ
の
会
＠
大

阪
」
の
西
沢
加
奈
子
さ

ん
は
生
後
７
か
月
の
長

男
を
抱
き
な
が
ら
街
宣

車
の
上
か
ら
、「
待
機

児
童
が
騒
が
れ
た
の

も
、
一
人
の
人
の
書
き

込
み
で
政
治
を
動
か
し

た
。
皆
さ
ん
の
望
み
を

か
な
え
て
く
れ
る
人
に

投
票
し
ま
し
ょ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に

平
和
な
未
来

　

第
61
回
大
阪
母
親
大

会
が
６
月
５
日
行
わ
れ

１
２
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
同
志
社
大
学

の
岡
野
八
代
さ
ん
が

「
子
ど
も
た
ち
に
手
渡

し
た
い
の
は
平
和
な
未

来
―
戦
争
法
廃
止
の

た
め
に
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

記
念
講
演
を
行
い
、

「
女
性
は
家
庭
の
中
で

非
暴
力
的
な
関
係
を
築

こ
う
と
努
力
し
て
き
た

歴
史
が
あ
り
、
平
和
を

願
っ
て
い
る
」「
マ
マ

の
会
の
『
だ
れ
の
子
ど

も
も
殺
さ
せ
な
い
』
と

い
っ
た
運
動
が
、
世
界

規
模
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
無
益
な
戦
争
を
抑

止
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

分
科
会

戦
争
法
と
教
科
書

　

子
ど
も
と
教
科
書
大

阪
ネ
ッ
ト
21
事
務
局
長

の
平
井
美
津
子
さ
ん
が

「
現
職
教
師
と
し
て
教

科
書
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
て　

『
慰
安
婦
』

『
原
爆
孤
児
』」
を
報

告
。
大
阪
で
は
維
新
も

し
く
は
維
新
シ
ン
パ
の

首
長
の
も
と
、
首
長
任

母
親
大
会「
教
科
書
」

分
科
会　
　
　
　
　

大
阪
市
内
の
平
和

行
進
＝
７
月
４
日

大
阪
駅
前
で「
戦
争
法

廃
止
！
」訴
え　
　
　

教
員
等
の
職
務
の
重
要

性
に
つ
い
て
は
本
委
員

会
と
し
て
も
認
識
」、

「
同
報
告
の
中
で
『
子

ど
も
の
保
育
、
教
育

は
、
論
じ
る
ま
で
も
な

く
非
常
に
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
職
務

の
重
要
性
を
考
慮
し
、

給
与
面
に
限
ら
ず
、
…

処
遇
等
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
』
と
の
言
及
も
し
て

い
ま
す
」
と
回
答
し
、

怒
り
が
広
が
っ
た
「
小

学
校
又
は
中
学
校
の
教

員
と
職
務
の
種
類
が
同

等
と
ま
で
は
評
価
で
き

な
い
」
と
す
る
部
分
を

繰
り
返
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
、
人
事
委
員

会
へ
の
要
請
行
動
を
他

阪
市
人
事
委
員
会
へ
の

介
入
に
よ
り
幼
稚
園
教

員
、
市
職
員
の
賃
金
削

減
が
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、「
給
与
報
告
・
勧

告
」
が
出
さ
れ
る
前
の

取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
と
し
て
、
要
請
書
を

提
出
し
５
月
30
日
回
答

を
得
ま
し
た
。

　

市
人
事
委
員
会
は
幼

稚
園
教
員
の
給
料
表
に

つ
い
て
、「
本
市
側
と

民
間
側
と
で
、
そ
の
組

織
・
人
事
の
構
造
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
を
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
、
処
遇
確
保
の
観
点

か
ら
の
検
討
も
必
要
で

あ
る
点
」
に
つ
い
て
併

せ
て
言
及
し
た
と
こ

ろ
、「
保
育
士
や
幼
稚
園

　

大
阪
市
教
は
６
月
30

日
、
中
央
委
員
会
・
権

限
移
譲
、
人
事
給
与
制

度
大
改
悪
反
対
決
起
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
４
月
よ

り
、
定
数
・
学
級
編
成

基
準
・
給
与
制
度
・
任

免
権
（
人
事
権
）・
勤

務
成
績
の
評
定
の
計
画

の
決
定
、
給
与
負
担
、

給
与
支
給
事
務
が
大
阪

府
か
ら
大
阪
市
に
移
譲

さ
れ
ま
す
。

　

市
教
委
は
「
権
限
移

譲
に
伴
う
新
た
な
教
職

員
人
事
給
与
制
度
の
基

本
的
な
考
え
方
（
素

案
）」
を
３
月
に
出
し

ま
し
た
。

　

市
労
組
連
・
市
教
協

は
、
橋
下
前
市
長
の
大

母
親
大
会
オ
ー
プ

ニ
ン
グ　
　
　
　

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
を

権
限
委
譲
で
後
退
許
さ
な
い

市民の手で新しい政治を
母親大会に1200人ー

ー総がかり行動に1000人

戦争法廃止へ決意

ゆ
い
ま
～
る
未
来
を
ひ
ら
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

沖
縄
で
憲
法
を
見
つ
め
る

の
労
働
組
合
、
市
民
団

体
と
共
に
引
き
続
き
行

い
ま
す
。

　

大
阪
市
教
は
学
校
事

務
職
員
の
配
置
、
産
育

休
・
病
休
代
替
、
教
育

条
件
に
関
わ
る
職
場
要

求
書
を
集
約
中
で
す
。

ま
た
、
別
記
要
求
書
を

提
出
し
、「
教
諭
（
３

級
）
新
設
」
な
ど
の
人

事
給
与
制
度
大
改
悪
を

許
さ
な
い
取
り
組
み
を

強
め
ま
す
。

６月５日

命
の
教
育
委
員
に
よ
っ

て
、
現
場
の
声
を
無
視

す
る
形
で
育
鵬
社
が
採

択
さ
れ
た
、
維
新
府
政

・
市
政
が
日
本
教
育
再

生
機
構
と
橋
下
氏
や
松

井
氏
と
密
接
な
関
係
を

つ
く
り
出
し
、
採
択
区

域
を
変
更
す
る
な
ど
、

入
念
な
準
備
の
下
で
採

択
が
行
わ
れ
た
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
教
宮
城
委
員

長
は
「
戦
争
美
化
の
教

科
書
を
子
ど
も
た
ち
に

わ
た
さ
な
い
大
阪
市
民

の
会
」
の
活
動
を
報
告

し
ま
し
た
。

全教

１．「人事給与制度（素案）」撤回。
　①教諭（３級）新設反対。
　②職務給の原則徹底の給料表導入反対。
　③�大阪市の人事評価制度に準拠、評価結果
の一部相対化反対。

２．�教員給与に関する人材確保法などの法
令、全人連モデル給料表参考の経過尊重。

３．再任用教職員の賃金改善。
４．�勤務労働条件を後退させないこと。
　　�・妊娠障害休暇・子の看護休暇・産前産
後休暇・介護休暇・介護欠勤・短期介護
休暇・病気休暇・生理休暇・管外出張

５．府費学校事務職員に関する要求
　①現行の賃金ベースを下げないこと。
　②�学校事務職員として一般行政職員と区
別。学校に配置。

　③標準定数法遵守。独自加配。
　④�公正な昇格制度実施。休暇制度の代替者
府費「臨時主事」同等の職員を配置。

６．地域手当を16％に引き上げ。
７．�市の権限となる「定数、学級編成基準」
の改善。

事務・権限移譲にかかわる要求（案）

　

梅
雨
の
合
間
の
太
陽

が
照
り
つ
け
る
中
、
今

年
も
平
和
行
進
が
。
市

内
コ
ー
ス
に
大
阪
市
教

か
ら
も
参
加
。「
青
い

空
は
」
を
歌
い
な
が

ら
、
憲
法
９
条
の
大
切

さ
を
、
今
年
は
と
り
わ

け
熱
い
思
い
を
込
め
て

コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
全
教『
未
来

を
ひ
ら
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
ゆ
い
ま
ー
る
」
と

し
て
、《
沖
縄
に
全
国

か
ら
１
０
０
０
人
の
青

年
を
沖
縄
へ
！
》
と
、

12
月
24
日（
土
）
～
26

日（
月
）
の
日
程
で
、

大
教
組
全
体
で
50
人
の

代
表
団
の
参
加
を
よ
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

大
阪
市
教
で
は
、
さ

っ
そ
く
青
年
実
行
委
員

会
が
、
学
習
会
や
交
流

会
を
企
画
。
７
月
29
日

（
金
）
に
は
、「
憲
法
学

習
会
」
を
開
催
し
、
憲

法
を
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ

の
沖
縄
へ
の
思
い
を
交

流
し
て
、
み
ん
な
で

「
ゆ
い
ま
ー
る（
結
び
つ

き
）」
を
広
げ
よ
う
と
。

　

ま
た
、
８
月
４
日
～

６
日
に
は
、
広
島
で
、

原
水
禁
世
界
大
会
が
。

す
で
に
青
年
の
参
加
希

望
も
。「
ヒ
ロ
シ
マ
」

へ
の
思
い
も
、
沖
縄
へ

の
行
動
も
、
憲
法
９
条

を
宝
と
し
て
守
っ
て
き

た
こ
の
国
で
、
二
度
と

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
し

て
は
な
ら
な
い
と
、
平

和
を
願
う
大
き
な
一

歩
。
憲
法
改
悪
を
許
さ

ず
、「
戦
争
法
」
廃
止

を
願
う
声
と
共
に
。


